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第６２号 

 

執筆者 

＠短信 

 

 

田中 千晶  

７月 18 日からの３日間、京都国際福祉

センターにて家族療法講座を受講しました。

興味をもったきっかけは大学院での集中

講義。子どもを対象とした対人援助職を経

験してから心理専門職を目指すにあたり、

クライエント個人ではなくクライエントを取

り巻く家族全体を包括して支援していく必

要性、重要性を感じたことです。 

 講座では様々な年代、職種の方と合同

チームで活動しました。初日はなかなか

距離が縮まらずにメンバー全員がソワソ

ワ、ドキドキしていましたが、対話やディス

カッションを中心とした講義内容、グルー

プワークやお昼休憩を通して仕事の話、

暑さの話、それぞれの出身地の話などを

話す中で、３日目にはボケてつっこんで、

ワイワイ話すことができる仲になっていま

した。 

 大学院生活も２年目を迎え、同じ環境、

同じ人間関係、同じことを学ぶ同期付き合

いが続いていた中、さまざまなバックグラ

ウンドをもつ人々と仲良くなれたことが講

座の内容と同じくらい収穫でした。「次の

研修もこのメンバーで受けよう！」と仲良く

なった勢いで３日目の帰り道に STEP2 に

申し込んだことも良い思い出です。 

 

森で出会えば･･･ 

P301～ 

本林 友梨  

毎日が一瞬で過ぎていく毎日を送って

います。6 月頃に体調を崩し、仕事も一定

期間お休みを頂くことになってしまい、身

体もしんどかったですし、周囲に迷惑をお

かけすることになって申し訳ない気持ちで

いっぱいになりました。今は 1 日、1 週間、

1 か月と経つのが本当に早く感じられるぐ

らい充実した毎日ですが、いつも「あぁ、今

日もあれできなかったな・・・」と悔やまれる

日々でもあります。でも、こうやって過ごし

て行けることは当たり前ではないことだと

思いますので、悔やんでばかりいないで

日々感謝して過ごして行かなくてはいけな

いなと思います。 

 

心理臨床における多重関係を考え

る 

Ｐ297～ 

土元 哲平  

予告していた通り、今回はページ数が圧

倒的に少なくなりました（笑）詩を発想し、

ことばを選び、考えるプロセスからは学ん

だことも多かったですし、意外と長い時間

がかかりました。色々と伝えたい「作者の

思い」はありますが、意味づけは読者の

皆様にゆだねたいと思います。そして、つ

いに、『オートエスノグラフィー・マッピング』

（土元・桂・サトウ編, 新曜社）が刊行され

ました！！オートエスノグラフィーと出会っ

たのが修士課程のころ、2015 年です。10

年間このアプローチと付き合ってようやく

出したいものが出せた、と思うと感慨深い

です。 

 

 

地球と宇宙の文化心理学 

P303～ 

高名 祐美 

「暑いですね～」が挨拶代わりの今日この

ごろ。梅雨らしい時期もなく、6 月から暑い

日が続く。暑さに弱い私は、毎日半端ない

汗をかき、一日の終りにはだっくりくる。毎

日「熱中症警戒アラート」が出され、外に

出ることが苦痛になる。そんな暑さの中、

私の住む七尾市では地震で破損した道路

の修復工事や家屋の解体が進んでいる。 

能登半島地震から 1 年半。あちらこちら

に空き地が目立ち、「ここは何があったと

ころだろう」と思う場所が増えてきている。

我が家も先日車庫を解体した。もう少しし

たら、土蔵も近々公費解体する予定だ。

隣の家も納屋を解体している。暑い中で

の作業。屋外で仕事をする人々に頭が下

がる。自分には絶対にできない仕事だと

心から思う。 

 

スクールソーシャルワーカーの 

仕事 

P234～ 

水野 スウ 

暑い夏でした。って、まだ過去形じゃない

けども。それでも一年前の夏よりはすこや

かに過ごせてる気がします。我が家は涼

しい、という思い込みがあって水分をしっ

かりとらなかった去年、家で熱中症になっ

てしまった。夏をなめたらいかん、の猛反

省から、うんと慎重に過ごした今年の夏で

す。 

 暑いと腸も元気なくなるので、今年は野

菜をたくさん取れる、具沢山のデトックス

スープをしょっちゅう作りました。キャベツ

多めにして、トマト、にんじん、セロリ、たま

ねぎ、あればピーマン、いずれも細かく切

って、塩を鍋の底にパラパラ振ってから野

菜を敷き詰め、その上に塩をパラパラふっ

て、蓋して弱火でコトコトコト。水分が上が

ってきたら水を足し、さらにコトコトコト。味

付けはコンソメの素か醤油で。一度作って

おくと４、５回食べれます。味が薄くなった

らトマトを追加してまたコトコトコト。おかげ

で腸の調子もいい感じ。食べたらしっかり

出さないことには元気が出ないものね。 

 今年は参院選挙も暑かった、熱かった。

一気に議席数を増やした党のことが気に

なって、私なりに思ったことを今号マガジ

ンに書きました。締めのキーワードは、ぼ

ろぼろの民主主義を繕う、です。ちくちくち

くちく、と。 
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きもちは言葉をさがしている 

P87～ 

馬渡 徳子 

 8 月、石川県全域に停滞型の線状降水

帯が発生し、奥能登地域の一部にも三度

目の甚大な被害をもたらした。 

 夏休みに N-ASCAT(能登半島地震子ど

もの放課後支援チーム)で継続的にお付

き合いを重ねてきた認定こども園併設の

学童保育所からは、幹線道路から生活圏

につながる道路が複数個所寸断のため

復旧見込みが立たず、訪問日延期の申し

入れをいただき、鉄道が復旧する月末に

リベンジとなった。 

 この夏休みを機に、ようやく入居可能と

なった仮設住宅に移り、新学期を迎える

準備をしていた子育て世帯は故郷に帰れ

ることをとても喜んでいたことから、胸が痛

い。自然には抗えないが、お見舞いの言

葉に詰まってしまった。 

 さて、8 月末に輪島高校の文化祭にて団

士郎さんの漫画展を。9 月には珠洲市総

合病院とわくわく広場にて漫画展とトーク

ショーを行う。この一年半年のいしかわ家

族面接を学ぶ会でつながった被災地の支

援者仲間との共催企画だ。 

 次回の短信にて、ご報告させていただき

たいと思う。 

 

 

馬渡の眼 

Ｐ139～ 

乾 京子 

毎日の猛暑に、もう、よれよれ。一日、庭

の植物にお水をあげるのを忘れると、くた

～とみじめな姿に自分を重ねる。ついつい、

出かけるのも億劫になって、寝っ転がって

本を読む。取りためたビデオを見る。何と

もだらしない夏を過ごしている。今年の夏

は、戦後８０年。 

 昭和１６年、私の父は、金沢で高校生活

を送っていたところ、太平洋戦争勃発の為、

繰り上げ卒業、航空技術部隊へと配属さ

れて、飛行機の設計の仕事をしていた。

昭和２０年８月、「後一日、終戦が遅れて

いたら、南方に行っていて、お父ちゃんは

この世にいなかっただろうなァ」と、大尉の

軍服を着て、祖父がかろうじてそろえた振

り袖を着た母との結婚写真を眺めながら

話してくれたことがあった。「戦後８０年特

集番組」は、とても見ごたえのある番組が

多かった。一人ひとりにとっての戦争と、

その後の８０年と、今、現在進行形の戦争

とその戦火の元にある子どもたち、（現在、

この時が戦前だったんだなぁ）とならない

ようにしなければならない・・・いろんなこと

を考えている。そんな２０２５年の夏。 

 

じゃりんこ文庫 

Ｐ294～ 

中谷 陽輔 

今回でようやく連載１０回目です。休載し

た号（第５９&６０号）もありましたが、なん

とか二桁に到達しました。前回の著者短

信で述べたように、父の介護・逝去という

やんごとなき事情があったとはいえ、休載

がなければ第６０号でちょうど１０回目とわ

かりやすかったりしたのに、と思う野暮っ

たい自分は、そっと神棚にしまっておきま

す。 

ところで、万博があと 1 か月ほどで終了し

ますね。実は父が定年まで勤めあげた企

業のパビリオンが開催されており、抽選も

運よく当たったので家族で万博に馳せ参

じていました。父も 55 年前の万博に行っ

たと聞いていたので、二世代での万博参

加となりました。 

偶然にも、前回の対人援助マガジン（61

号）が発刊された、2025 年 6 月 15 日に行

ってきました。さらに縁深いことに、いわゆ

る「父の日」でもあり、父の満中陰（四十九

日）の法要を終えた翌日でもありました。 

・・・抽選に当たったのも、仏に成った父が

あの世で、ちょいとばかし細工をしてくれ

たんだと、割と本気で思っています。という

のも、いくらその日に万博にいく予定をし

て、抽選を狙った自分はいたにせよ、「父

が成仏した翌日の 6/15 父の日に、父にと

っても縁深い万博に、父が勤め上げた会

社のパピリオンに当選し、父として参加す

る」って、なんだかできすぎていませんか

ね。 

そりゃぁもう、万博会場中のあちらこちらに

いるミャクミャクを眺めながら、脈々とした

繋がりを感じざるを得ない・・・ってなもん

です。 

万博開催中に、もう 1 回は家族で、亡き父

との繋がりを感じにいこうと思います。合

掌。 

     コソダテノシンリ 

P263～ 

山岸 若菜 

前回の短信で夫が仕事を辞めたことを書

きました。 

3 ヶ月経ち、失業保険を受け取れるように

なり、ますます家事力に磨きがかかってい

ます。 

それでも健康保険、年金、市税に府税と、

容赦なく送られてくる送付書にビビり、よう

やく自分の店を出すという目的に向けて

動き出しました。 

新しいことを始めるのは不安もあるけど楽

しいですね。 

横で口を出してるだけなのでそんな悠長

なことを言っていられるだけかもしれませ

んが・・ 

とにかく頑張ってほしいと思います。 

ある訪問看護師のあたまの中 

Ｐ285～ 

内田 一樹 

今年は戦後 80 年となる年です。様々な

場所で戦後 80 年に関係する企画展や催
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しがされています。本来、平和は戦後 80

年だろうが、79 年目だろうが、81 年目だろ

うが大切です。しかし節目というものがも

つ力もやはりあるのかもしれないと思いま

す。「節目」が後押しをして、語り始められ

る人がいる、「節目」が後押しをして、聴き

始められる人がいる…。震災も同じです。

10 年という節目が持つ力は確かにあった

けれど、しかし 11 年目も 12 年目も大事だ

と思うからこそ授業を始めました。災害と

戦争、そして平和は全てつながっています。

高校生が震災学習や宮城県石巻市・福島

県浜通りスタディツアーを通して得る学び

（講座名「東北と復興」）が、どのように対

人援助学への発展の可能性を持つのか

をようやく言語化することができるようにな

ってたと思っています。これから数回に分

けて書いていきます。大学での教育や対

人援助職者の皆様からのご意見をいただ

けると嬉しいです。 

 

社会科の授業を対人援助学の 

視点から 

P278～ 

宮井 研治  

 一応、わたくし現役の大学の先生です。

大学教授に一番似つかわしくないと自負

しながら、授業ではそんなマイナスな自負

はせず、教鞭などを取っておりますると、

たまに学生くんから質問を受けたりします。

大箱の授業後、一人の女子学生がつっー

と、私のところまで来るではありませんか。

“あれ、授業でおかしなこと言っちゃったか

な？”、このあたりが教授としての自信の

なさの表れでしょうか、あるいは謙虚さ

か！その女子学生は質問のためでした。

女子学生がなぜその質問を発したのかは、

ホントのところよくわからなかったのです

が、質問の内容はこうでした。「先生、児

童相談所って、子どもを勝手に連れて行

って、トラブルになってるってネットなんか

で出てますが、（自分にとっても今後）こわ

いなーって思うんですが、どうなんでしょ

う？」こんなんでした。私がショックだった

のは、子どもを勝手にさらっていく事実が

あるということをその女学生は、前提とし

てしゃべっていたということです。私が授

業で児童相談所について説明していたわ

けですから、「話聞いとったんか～い！」と

ツッコミを入れたくなるところですが、ＳＮＳ

の力は恐るべしという気持ちも起こりまし

た。意に添わぬ一時保護をされた親御さ

んからの発信だけを聞いていたらそういう

ストーリーもできるかなと思った次第です。

質問してくれてありがとうですね。 

 加えて、児童相談所が月 9 の舞台に取

り上げられるというのも、時代なのか、他

にないのか？いずれにしても児相ＯＢとし

てはうまい方に作用してくれたらと願った

りします。 

 
 

 人生は対応のヴァリエーション 

P288～ 

 

櫻井 育子 

夏になるとなんとなく寂しさ、侘しさ、命に

ついて考える機会が増えるのはとても当

たり前で、広島、長崎、終戦の日があり、

お盆があり、短い命の蝉がひたすら鳴き

続ける日本という国にいて、これっぽっち

も心が動かないなんていうことがあろうか、

と思う。繊細で傷つきやすい子どもだった

わたしは、大人になってもそれはそのまま

で、学生のときに信頼していた大人に、

「夏は悲しい気持ちになることが多い」とい

うような話をしたら、正確にはなんて言わ

れたか覚えていないが、その回答でさらに

傷ついたことが思い出される。平べったい

言葉で言えば、「感傷に浸るな」的な発言

だったと思う。小さなことだけれど、わたし

はそれ以来、その人には感情を話さなくな

った。 

大人になりかける時期に、わたしは大人

に対して理想と幻滅を感じ、ひどい言葉で

言えば「生きるために」大人を見下して生

きてきたことすらある、と思う。そんなわた

しが感情を解放していいと思えるようにな

り、複雑に見える家族について肯定し、

堂々と今に至るようになったのは、やはり

こうしてたくさんの「大人」に出会えたから

でもある。あらためて、ここでの出会いに

感謝の気持ちでいっぱいになった夏だっ

た。 

生涯発達支援塾 TANE代表  

shukou0122@gmail.com 

https://ikuko-sakurai.com 

 

わたしはここにいる 

P260～ 

鳴海 明敏 

備忘録～理事長の独り言～ 

県庁職員を定年退職した翌月、２０１０

年平成２２年４月に新規開設された児童

心理治療施設青森おおぞら学園の園長を

引き受けて、１５年間勤めました。 

２０２４年令和６年秋に脳梗塞になりま

したが、２週間の入院・リハビリの後無事

に職場復帰することが出来ました。主治

医は、本当に幸運な人だと驚いていまし

た。この幸運は、「まだまだ園長を続け

ろ！」ということかと思いましたが、しばらく

時間が経過したら、元気なうちに園長職を

次に引き継ぐために与えられた幸運だ、と

思うようになり、２０２５年令和７年３月で園

長職を退き、後任にバトンを託しました。

現在は、法人の理事長として、週に３日学

園に顔を出すという生活をしています。 

そんな生活をしながら、思い出したこと

や気が付いたこと、整理しておきたいこと

などのあれやこれやについて、思いつくま

まに書き残していこうかと思います。学園

のこどもたちと触れ合う機会もあるので、

こどもたちのことを紹介することもあるかと

思いますが、こどもたちについては、それ

なりのカモフラージュを施しています。 

 

理事長として、週三日５時間ずつ出勤

する生活も５か月目になりました。「三日

出かけて四日在宅」というペースに少しず

つ慣れてきたかなあというところです。大

変なのは四日連続の在宅の方で、奥さん

の生活ペースとの折り合いをつけることに

苦戦しています。炊事や洗濯などの家事

にも参加したいのですが、なかなか奥さん

のお許しが出ません。今のところなんとか

役割を果たせているのは、メモを持ちなが

らの買い出しです。 

新しい生活に慣れてくるにつれて、それ

までの週４０時間フルタイムの勤務はやっ

ぱり高齢の身にはハードだったんだなあと

mailto:shukou0122@gmail.com
https://ikuko-sakurai.com/
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いうことが、少しずつ理解できるようになっ

てきました。今の生活で嬉しいのは、関心

のある事柄への関りが、「仕事」で中断さ

せられることがないということです。今関

心のあるのは、日本に「カウンセリング」を

紹介した友田不二男氏です。参加したワ

ークショップや講演などの資料を、楽しみ

ながら掘っくり返しています。 

 

理事長の独り言 

P258～ 

高木 久美子 

飼い猫のアレサが死にました。 

アレサは 2011 年に地域猫の TNR 活動を

している人から譲り受けました。ピンクが

かったグレイの柔らかい毛色の大層な美

人さんでした。そしてすごく頭が良くてしっ

かり者でした。我が家の洗濯機は乾燥機

は付いておらず、すすぎ・脱水までで完了。

止まったことに気が付かないでいると、ニ

ャーと鳴いて洗濯機のところまで私をいざ

ない教えてくれたことがありました。 

またアレサに続いて数か月後に緊急保護

した茶トラのペコが、すりガラスの重い扉

が開いていた部屋に知らぬ間に入ってし

まい、中にいることに気が付かず私が戸

を閉めて閉じ込めてしまった時も、アレサ

が教えに来てくれて、ついて行ってみると、

すりガラスの向こうで出られずウロウロし

ているペコの影を発見ということもありまし

た。具体的なお助けのエピソードだけでな

く、なんとなくいつも見てくれているような、

そして相槌上手。こちらの話しかけが途切

れるタイミングで、にゃ、にゃと絶妙の合い

の手。猫ですが、私はアレサをかなり頼り

にしていました。 

うちに譲渡してくれた猫のボランティアさん

が公園で最初にアレサを見かけた時は子

猫を連れていたそうで、保護された時は２、

３歳にはなっていたのではと。その後 2 度

ほどトライアルがあったものの先住猫との

折り合いが悪く戻されたりして、保護主さ

んのところに数年。そしてうちに来てくれて

から 14 年だったので、しっかりおばあさん

猫になっていて大往生だったと思います。

最期の半月ぐらいはほとんど動けなくて、

夜は私と枕を半分こして眠りました。 

最後まで美人さんでした。 

死んで数日はトンと小さな物音がしたり、

気配を感じたりしました。今はしません。 

ありがとうアレちゃん。とても大切な存在。 

 

ヨミトリとヨミトリ君で 

ご一緒しましょ！ 

P252～ 

畑中 美穂 

プールで泳ぐのが好きだ。子どもの頃は

水泳の授業が嫌いで、苦痛でたまらなか

った。唯一楽しかったのは、授業の最後に

全員がプールの端に寄って輪になり、同じ

方向に回って大きな渦を作る、通称「洗濯

機」という遊びだった。泳ぐことが楽しいと

思うようになったのは大人になってからの

こと。最近もふらっと出かけては、“何泳ぎ”

というのか名は付け難い泳ぎ方で水のな

かを漂っている。”水のなかの生き物にな

る練習“、みたいな感じ。 

先日もそのようにしていて、夕方、陽の

光が水底にゆらゆらと模様を描いている

のを見た時にふと、子どものころにした碁

石拾いを思い出した。碁石といってもきれ

いな半透明の色ガラスのようなものだった

と思う。潜って手で取るのだが、足の指で

つまんで拾ってもよかった。長い時を経て、

記憶のなかからの思いがけない“贈りも

の”。ちゃんと、みつけられた。「よかったな

ぁ、みほちゃん。泳ぐのが好きになって」 

 

一語一絵 

P273～ 

山下 桂永子 

先日車を買い替えました。先代車とはこ

の 19 年半、たぶん家族よりも一緒の時間

を過ごしました。最後の１か月ほどの間に

エアコンは壊れるわエンジンは壊れるわ

で、もうわが身の最期を悟ったかのような

走りに怯えつつも愛おしく、たくさん写真を

撮って涙のお別れをしました。総走行距離

33 万 6 千キロでした。ありがとうミドジーノ

（緑のミラジーノなのでそう呼んでいまし

た）。 

というわけで、新しい子（車）をお迎えし

たのですが、鍵はささなくていいし、サイド

ブレーキはおろかフットブレーキすらない

んです。新しい機能が多すぎて空でも飛

ぶんか？って思っています。内容とは関

係ないのですが、読んで頂ければ幸いで

す。 

 

心理コーディネーターに 

なるために 

P151～ 

渡辺 修宏 

「今回は、友人である高山かおり先生にご

執筆頂いた。文面にある通り、彼女は 2

児の母なわけだが、 

彼女の初めて出会った頃（当時、彼女は

大学生）のイメージがまだまだ鮮明である

ため、どうもピント来ない。 

とはいいつつも、よくよく考えたら私もいつ

の間にか中年・壮年であり、髪形にいたっ

ては立派な翁なわけだから時の流れを認

めざるを得ない。まさに長い友…。 

対人援助実践をリブートする 

この一冊  

Ｐ240～ 

米津 達也 

二人の子どもが実家を卒業し、残された

のは夫婦二人と犬と亀がそれぞれ一匹。

十年を経過した家電製品が次々と調子を

崩している。これまで家族の生活を十数

年、よく支えてくれた。しかし、子どもの引

っ越し準備等で随分お金も掛かった。当

面は機械を休ませ、食洗器の代わりにゴ

シゴシ食器を手洗いする日々です。 

 

川下の風景 

Ｐ230～ 

玉村 文   

今年の夏は、夫の実家・北海道へ一週間

ほど帰省してきました。 

子ども 3 人を連れて飛行機に乗るだけで、

すでにひと仕事終えた気分です。 
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「今年の北海道は暑いらしい」とニュース

で見て、出発前から少々げんなり…。 

ところが行ってみると、京都より 10 度近く

低い日もあり、外で遊べるくらいの“ちょう

どいい暑さ”。 

…とはいえ、エアコンはしっかり稼働させ

ていましたが。 

そんな中、早朝に外へ出た息子が一言。 

「あ、冬だ」 

確かに夜や朝は寒いくらいの気候で、子

どもならではの素直な感想に笑ってしまい

ました。 

公園遊びに虫取り、野菜の収穫――夏休

みらしいことを思い切り楽しめた子どもた

ちは大満足。 

一方で、未就学児 3 人を連れての大移動

はなかなか大変で、「次は母子旅も…」な

んて密かな野望も芽生えました。 

ただ、京都に戻ってきた途端、気温差にや

られたのか子どもたちが次々に体調不良

に…。 

おかげで我が家の夏休みは、思わぬ延長

戦に突入することになりました。 

 

応援 母ちゃん！ 

P220～ 

川畑 隆  

孫を連れて家族 4 人で長崎に行ってき

ました。稲佐山のホテルと近くのレストラン

から長崎港の夜景を眺め、翌日はレンタ

カーで平戸まで。佐世保のハウステンボ

スには午後 3 時から入場して夜のショー

と花火まで満喫。次の日は定番の大浦天

主堂とグラバーガーデン、そして出島と新

地中華街。夕方にはホテル近くの屋内プ

ールと大浴場へ。最終日は諫早のじゃぶ

じゃぶ池に足を浸けながら木陰で 4 日間

の仕上げの休息。 

 ホテルの 3 回の朝食ブュッフェでお腹は

満ち満ちて、ほとんど昼食抜きの毎日。平

戸が遠すぎたこともあって九十九島を間

近から眺める時間がなく、それが少し心残

り。小 4 の孫娘は 12 歳のキリシタンが処

刑された事実を大浦天主堂で知り、 

それが強く胸に響いたみたいでした。 

 京都より温度は少し低めなものの、やは

り暑さは半端じゃなかったけど、行きたい

ところがいっぱいの観光都市、長崎。オラ

ンダやポルトガルとの歴史を強く思い浮か

べた 4 日間でした。 
 

私の頭の中のまだエンピツ 

Ｐ215～ 

杉江 太朗 

家庭福祉領域で働く杉江と言います。

今年度、私の属する組織では、全国規模

の大きなイベントを催すことが決まってい

ます。私の職場に面する道路でも工事が

続いており、今までは１車線ずつの普通

の道だったのが、どうやら２車線ずつの計

４車線の道になるようです。私の職場に面

する道を進むと、少し前に新しく出来たピ

カピカの体育館があります。その体育館

に来館する人たちへの見栄でしょうか、そ

れとも皇族でも通るのでしょうか、歩道ま

で整備されてピカピカになっています。そ

もそも２車線ずつ作ったとしても、イベント

が終わればそれだけの交通量は到底な

いでしょう。そんな、見栄と無駄を前面に

押し出した工事が各地で行われており、

組織の力の入れようを感じています。同じ

組織が管理する我が社ですが、夏場には、

クーラーからは水漏れがし、１年を通して

トイレは詰まる始末。そういえば門も壊れ

て開閉できなくなっています。相談援助を

行う場として、悲しい限りですね。 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ204～ 

浅田 英輔 

メガネを新調した。だいぶ見えにくい気が

するなーと思って眼鏡屋さんにいったのだ

が、「よくこれで免許更新通りましたね！」

と驚かれた。だいぶ視力が下がっていた

らしい。ついでに、遠近両用にすることに

した。ついに。でも、メガネかけてる人はわ

かると思うのだけど、見えにくいときって顎

を出すような姿勢で、レンズを傾けると少

し見えるようになることがあるよね？それ

ができなくなったのがどうも慣れない。一

緒に作った度付きサングラスは、ピンクの

やつにした。かわいいのだ。 

 

臨床のきれはし 

Ｐ108～ 

三浦 恵子 

「高齢者」について、統一的な定義は実

はありません。世界保健機関の定義では、

65 歳以上の人のことを高齢者としていま

すが、法令や行政により年齢を定められ

ています。そのため、労働法令や社会保

険関係については留意が必要であり、私

も注意を払って対応してきました。しかし

私自身にとっては、高齢者の諸制度はま

だまだ他人事という意識がありました。 

ところが昨今、自分自身が「高齢者」の

枠に入るとは思ってもみなかったという出

来事がありました。 

今年５月末に帯状疱疹を再発しました。

痛みその他が酷く、折悪しく発表を行う予

定であった某学会は、遠方の会場への移

動が困難であるため欠席するという為体

でした。 

  周囲からはお見舞いの言葉とともに、

「帯状疱疹ヘルペスワクチンの接種を受

けておけばよかったのにね」とも声掛けを

いただきました。実はこの直前にもワクチ

ン接種に関するポスターを眼にしていまし

た。ただ、当時のポスターの文言やイラス

トが「高齢者の方向け」であったため、「私

はまだその対象ではない」と思い込んでし

まっていました。 

 実はワクチン接種に関しては「50 歳以上」

の方に接種が勧められていたのでした。 

  「50 歳で高齢者？いやいやサザエさん

の時代か！」（子どもも孫もいる波平さん

はマスオさんと同じ会社に勤務しており、

50 代という設定と思われます）と憤ってみ

たり、自分が高齢者のくくりにハマってい

ることに愕然としたりで、今回の帯状疱疹

ヘルペス再発は、身体の痛み以上に魂の

痛みとなったのでした。 

 皆さん御自愛くださいませ。 

更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 
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現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ195～ 

迫 共 

7 月に国際学会でタイに行ってきました。

医療系の学会で、AYA 世代の難病患者を

対象とした妊娠前カウンセリングの体制づ

くりについて提言しました。 

 仕事のかたわらでアユタヤの仏教遺跡

を見たり、グルメを楽しむこともできて、コ

ロナ後久しぶりの海外滞在となりました。 

 タイ人は関西ノリに近く、「まぁええやん」

と柔軟に多様なものを取り込み、貪欲に

発展している様子。反面で、日本の経済

的後退を強く感じました。 

 日本では暑さのせいか排外主義が盛り

上がる、異様な参議院選挙が行われまし

たが、本当に外国人がいなくなったら、経

済力の低下はさらに酷くなると思います。 

 戦後 80 年。今ほど多様性や寛容さが求

められる時代はないかもしれません。 

 なお、タイの方がまだ涼しかったです。 

 
 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 

P201～ 

黒田 長宏 

ＹｏｕＴｕｂｅ番組。『マーサとクッピのチャレ

ンジトーク』の、男性のほうは私です。 

Ｇｏｏｇｌｅ検索でもＹｏｕＴｕｂｅからの検索で

も出てきます。よろしくお願いします。 

 

あぁ結婚 

Ｐ169～ 

松村 奈奈子 

ふらっと時々、自分の専門分野ではない

けど精神科に関わる学会に参加してみる

事にしています。初夏に緩和ケア関連の

学会に行ってきました。なるほどー、そん

な感じなのかー勉強になるなーと講演を

聞いていたのですが、一番印象に残った

のは、オランダでは安楽死が全死者数の

約 5％を占めるという話でした。世界で１

番安楽死が進んだ国では、２０人に１人が

安楽死で亡くなるのか‼と驚きました。オラ

ンダは２００１年に法律で安楽死について

定められ、安楽死の数は毎年増えていま

す。そして、世界全体でも安楽死の数は

増え続けています。 

私は個人的にオランダの文化や考え方が

好きで、何度も訪れたことがあります。安

楽死の動向も時々チェックしていたのです

が、ここまで増えているとは思いませんで

した。 

うーん、日本で安楽死を定める法律がで

きる日がくるのか？こないのか？いろいろ

考えてしまいました。 

 

神科医の思うこと 

Ｐ136～ 

村本 邦子 

相変わらず、落ち着きなく駆け巡っている。

抱えている仕事もいろいろあるので、出張

先でもコツコツやっていて、年を取って記

憶力が怪しくなってきたのに対し、同時並

行的に仕事をする能力は格段にアップし

たと自負していたが、ついにボロが出てき

た。飛行機の予約をしたつもりが、支払い

をしていなかったようでできていなかった。

これは容量オーバーだなと反省している。

還暦過ぎて、いつまで元気に動けるかと

考えた時、つい動ける時に動いておこうと

思ってしまうのだ。すでに年内ほぼ予定が

埋まってしまっているが、来年度は用心し

よう。 

周辺からの記憶 

―東日本大震災家族応援プロジェクトー 

Ｐ124～ 

國友 万裕 

不二出版からメンズセンターが出してい

たミニコミ誌『メンズネット』の復刻版が出

ます。 

メンズセンターはとっくに閉鎖されてしま

いましたが、大阪の天満にかつて存在し

た小さな雑居ビルの一角、メンズリブ団体

の発祥の地です。僕がここに出入りしてい

たのは 35 歳から 36 歳にかけてだから、

今から 25、26 年前でした。 

ここは中村正さんや伊藤公雄さんも含

めて男性学の草分け的な人たちが集うと

ころでした。僕はここで、『男性雑誌とジェ

ンダー』というプロジェクトに関わり、2 年

間くらいべったり出入りしたのですが、そ

の後、大きな確執が起きて、ここから破門

にされることになりました。と言っても、そ

れはメンバーの 1 人が僕を嫌っていたか

らに過ぎないのですが、依頼されて書い

た原稿が出なかったりで、大変なトラブル

でした。 

しかし、その幻の原稿がついに出るの

です。と言っても、復刻本なので、一巻が

何万円もします。一巻目はこの 9 月に出

る予定ですが、僕が書いているのは二巻

か三巻になりそうな気配なので、まだ日の

目を見るのには時間がかかりそうですが、

これで長年に渡るわだかまりが溶けること

になるのかも知れません。 

あの当時のメンズリブのメンバーは、今

はもう 70 代くらい。若い人でも 60 歳近く

になっています。もうみんなおじいちゃん

です。 

月日の経つのは早い。感慨無量です。 

 

スポーツおじいさんになりたい！ 

Ｐ96～ 

竹中 尚文 

対人援助学会の研究会にゲスト講師とし

てお話をさせていただくご縁をいただいた。

私は普通の坊さんで、見識や知識を持っ

た方々に何を話すのか、心細かった。教

わることも多いと思って、お話しさせていた

だいた。聞いてくださった方から、とても優

しい気持ちが伝わってきた。Zoom なのに

不思議な感じだった。◆話の中で、私は

「路上生活者」と呼ばずに「ホームレス」と

呼んでいた。このマガジンのタイトルは「路

上生活者の個人史」である。この連載を始

めたのは、2020 年からだった。その頃、私

は「路上生活者」という言葉を使っていた。

コロナ禍が始まった頃で、ずいぶんと公園

やバス停で眠る人がいた。今、屋根の下
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で眠る人が増えた。しかし、屋根があるか

らといって、それぞれの問題が解決したの

ではない。喘ぐようにして生きている人た

ちが私たちお支援の前に並ぶ。人は支え

合って生きている。その濃密な関係が家

族である。家族を持たない人たちが生きる

のは苦しい。私に特に援助ができるわけ

ではない。何もできていないようにも思う。

食べ物を渡して、挨拶をして、顔を覚えて、

名前を覚えようとするだけである。たまに、

チョット生活を尋ねたり、人生を尋ねたりし

ている。◆食べ物は姫路にあるお寺でボ

ランティアの人たちが作ってくれる。調理

ボランティアは多くいるが、配布をしてくれ

るボランティアの人たちが少なくで困って

いる。ほとんどが勤め人であるので、勤務

が終わってから駆けつけてくれる。男性だ

けでなく女性ボランティアが参加してくれる

のも助かっている。ホームレスの方の中に

は女性もいるので、話しやすい。冬に粕汁

が食べたいと言われて、粕汁を作って配

った。「ほんとうにおいしい」といってもらっ

た。以来、何かご馳走を作ってくるのが定

番になった。◆繰り返しになるが、配布ボ

ランティアが不足している。たまにでいい

から「手伝いに来たよ」と声をかけてくれる

と、嬉しい。私たちは毎月第 4 火曜日に支

援活動をしている。今月は第 4 火曜日が

彼岸の中日なので、支援日は 9 月 30 日

(火)になる。時間は 18 時 30 分ごろより準

備をはじめて、19 時 30 分から支援活動

を開始する。20 時 30 分ごろに撤収する。

終了後、時間の許す人たちで簡単な食事

をしている。初めから最後までの時間でな

くてもいいので、覗いてほしい。場所は大

阪市北区にある扇町公園である。天気に

よって、公園内の場所が変わるので注意

してほしい。 

 

 

路上生活者の個人史 

P94～ 

坂口 伊都 

 里子と離れて暮らすことになってから６

年。それまで里子との交流は、どこかに出

かけることで続けてきました。離れること

になった日は正直、思い出したくありませ

ん。そして今まで誰も「家に行こう」と言い

出さなかった私たちがいて、暗黙のルー

ルのようになっていました。よくわからない

けど、家に集うことを恐れていました。 

 里子も成人をして、己の暮らしを働いて

成り立たせて、自信が芽生えてきたように

見えてきて、我が家にある様々なモノが里

子を刺激しないのかなと思い始めていま

した。その時、家で待ち合わせしたら上手

く回る出来事があり、思い切って里子に

「家に来る？晩御飯食べていく？」と誘うと

「うん」と即答してくれました。「駅まで迎え

に来て」と不安気にしていましたが、我が

家に里子が帰ってくるとすぐに懐かしい雰

囲気に包まれました。やっと帰ってきたね

と家が言っているようです。今年のお盆は

里子、息子、娘が次々と訪れて賑やかで

した。猫は、「また違うの来た」と迷惑そう

にしていましたけど(笑) 

 

療育手帳の向こう側 

P119～ 

河岸 由里子 

 年齢には勝てない。やはり年のせいと

思えることが増えた。先ず同時処理がへ

たくそになって来た。記憶力が落ちた、忘

れ物が増えた、漢字が出てこない、人の

名前や物の名前が出てこない。身体的に

はそこまで衰えていないが、脳は確実に

衰えている。脳トレのつもりで中学の数学

を解いてみたり、ナンプレをやってみたり、

イチョウ葉エキスが良いと聞けば飲んで

みたり（騙されているとは思うが）、ピアノ

を弾いてみたり、オーディブルを聴いたり、

あれこれ試す。先日母方のいとこ会があ

った。母親は三姉妹で三人ともボケて亡く

なった。遺伝要素があるということだ。いと

この一人が脳神経外科医で、ボケを心配

して脳ドックを定期的に受けているという。

私も二年に一度くらい受けている。結果は

どちらも年齢相応の委縮。年齢相応の委

縮って良いのか悪いのか？？わかりづら

いじゃないか！ピンピンコロリという言葉

がはやった時期があった。やはり何とかボ

ケないで最後を迎えたい。そのためにでき

ることはやる、一日一日を楽しむ、これっ

きゃない！ 

公認心理師・臨床心理士・北海道 

かうんせりんぐるうむ かかし 主宰 

 

ああ、相談業務 

 Ｐ73～ 

先人の知恵から 

Ｐ159～ 

大谷 多加志  

 4 年前から我が家で暮らしている元保

護猫が今年で推定 9 歳になりました。ネッ

トで調べた情報では、人間に換算すると

50 歳過ぎにあたるとのことで、そろそろ初

老の域に入りつつあります。老いもあるの

か、今年になってから出てきた変化として、

やたらベタベタと甘えるようになったのと、

吐き戻しの頻度が増えたのと、ちょっと困

るのが旅行の間留守番してもらうとソファ

などで失禁するようになったことがありま

す。失禁は、今年 3 月の台湾旅行の後に

やられたのが最初で、今月の旅行は 1 泊

だったので何とかいけるかと思ったのです

が、結果しっかりとやられていました。万

一に備え、ペット用のソファカバーをかけ、

間にペットシートを挟んでことが幸いし、ソ

ファの中綿はかろうじて救われていました

が、帰宅早々ソファカバーを全洗いするハ

メになりました。当たり前のことながら、年

を重ねるってこういうことも含まれるよね

…と思いつつ、またマガジン執筆＆編集

の時期を迎えました。 

  

発達検査と対人援助学 

Ｐ110～ 

鶴谷 主一 

「今日は猛暑です、熱中症対策のため外

出は控えて・・・」とテレビやラジオで繰り返

しアナウンスされると、それでなくても部屋

から出たくないのに、それが良しとされた

ような気持ちになってしまいます。 

ところが、心身を現在進行形で発達させて

いる子どもたちにとって、部屋の中に籠も

ることは望ましいことではありません。あそ

ぶもの、あそぶ方法が乏しいと、勢いテレ

ビやデバイスのスクリーンタイムは伸びて
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いくでしょう。猛暑の与える悪影響とジレン

マはコロナ禍の時と同じように感じます。 

 

救いは、猛暑にめげずに夏休みにあちこ

ち出かけていってあそんでくれた家庭も結

構あるということが「夏休みの記録の報告」

でわかりました。 

そして子どもたちは、ぐーんと発達して２

学期の園に戻ってきてくれました･･･ちょっ

と安心。子育て中の親御さんたちも良く考

えてがんばっているんです。園も環境を整

えて応援しなければ、と思います。 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

 

幼稚園の現場から 

Ｐ59～ 

中村 正 

テニスひじ・ゴルフひじのような痛み（と

いってもやったことがないので分からない）

があり、近くの整骨院に通う。スポーツリ

ハビリ・整体がメインのようなところだ。保

険でリハビリなので賑やかだ。スポーツリ

ハをメインにしているので患者が若い。中

学生、高校生、大学生で体育会部員らし

い男子が多い。整体師に女性が少ないか

らかもしれない。スタッフも若い。夏なので

みんな真っ黒に日焼けしている。実に健

康的だ。聞こえてくる会話も意味の分から

ない内容が多い。スポーツの話題である

ことは確かだ。長く通っているのか名前で

呼び合っている。そう男子部活のノリなの

だ。さながら「おう！タダシ！」という感じ。

高齢者は少なく、すごい違和感！丁寧に

苗字で呼ばれるのでよけいによそ者感が

ある。だから高齢者感が際立つ。だからだ

ろうか、患者もスタッフもみなさんやけに優

しい。待合室でも若者は席を譲ってくれて

怪我しているのに立って待つというかジベ

タリアンだ。やはり全体として男臭い。健

康よりも勝負の勝ち負けにこだわる身体

づくりなのだ。つまり、マッチョなリハビリ！

だ。こうしたなかではこちらの男性性も賦

活される。治そうという意識に駆り立てら

れる。克己、頑張れ、勝利、レギュラー獲

得と壁に貼ってある。部活していたのはも

う半世紀も前になるが身体が記憶してい

るのだろう。当時の部室の匂いまで思い

出す。マガジンに連載している論調からす

ると健康的な男性性ジェンダー？となろう

か。不思議な体験５日目だが、でもまだ痛

い。 

臨床社会学の方法 

P21～ 

団 士郎 

新連載を考えた。しかし既に二年以上

連載中の「晩年 DAN 通信」がある。誰が

読んでいるかは分からないが、その愛読

者への仁義もある（・・・かどうかは分から

ないが）。 

そこでしばらく前に試して中止した、付

録連載のようにしてみた。ＤＡＮ通信の付

録である。内容は五月に出した新刊「家族

理解の教科書/graphics」の続きである。 

今秋１１月には家族理解自主勉強会用

DVD の第四弾を収録予定である。全国の

あちこちで、自主的に小さな家族理解勉

強会をして貰える素材として毎年一枚制

作してきた。いろんなところでかなりな回

数、活用していただいているようだ。 

何事によらず、継続できる仕組みをこの

世界に置いていくのが今の私の使命だと

思って、楽しくやっている。 

 

晩年Ｄ・Ａ・Ｎ通信 

＆ 

付録『木陰の物語』を 

家族の構造理論で詳説する➊ 

Ｐ35～ 

中島 弘美  

この秋、開催される第 17 回対人援助学

会大阪大会の現地運営に関わらせていた

だいています。初日 10 月 11 日(土)最終

枠の時間に「対人援助学マガジンの執筆

者と読者の交流会」を現在、企画中です。

日頃、読んでいるあのマガジン執筆者と

直接お会いすることができる機会です！

当日は、「ライブ版執筆者短信」ができる

よう準備をすすめています。ぜひ、大阪大

会にお越しください。そして交流会へのご

参加もお待ちしています！ 

  

 カウンセリングのお作法 

Ｐ32～ 

篠原 ユキオ 

夢は正夢？ 

車を運転していて細い道に入り込んだ。

横道にそれようとしたら建物の外壁にフロ

ントバンパーをこすってしまい不注意を悔

やみながらバックして車から降りた。 

ところが傷を確めて後ろを見るとすぐそこ

に２台の外車が止まっており、その１台に

自分の車の後部が当たって大きく凹んで

いた。持ち主と思われる一人の外国人が

近づいて来るのを見て焦りながら「これは

夢に違いない！」思い、反射的に思いっき

り目を開けようとしたら瞬時に目が覚めた。 

たいていが夢の中から抜け出せないで、

暫くはもがく時間があるものだがこんな事

は初めてだった。 

翌日、それを思い出しながら車を走らせて

いると対向車とすれ違いざまにドアミラー

が接触して根元から破損してしまうという

事故になった。 

またか！と思いながら「これも夢だったりし

て…」とまた目を大きく開いたがこの時は

何も変わらず、ちぎれてしまったドアミラー

を片手に某然としている自分がいた。 

「昨夜の夢はこれを知らせる予知夢だった

のだ。今日はいつもより慎重に運転しなく

てはならなかったのだ」とひどく落ち込ん

だ。 

そりゃあそうだ 2 日続けて夢だったって事

はないわナア…と諦めた途端、目が覚め

た。 

「今日も助かったア〜」と２日続きの幸運

（？）に胸を撫で下ろしながら「もう３度目

は無いぞ」とあらためて自分に言い聞か

せた。 

 
HITOKOMART 

Ｐ226～ 

松岡 園子 

母から電話。「スマホで@って、どうやって

出すの？」と切羽詰まった声。画面を見な

いで教えるのは難しい。「キーボードを英

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
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語にして…」と言うと、「え、スマホに英語し

ゃべるの？」と返ってきて、思わず笑った。

ようやく「できた！」という声に、私もホッと

する。こういうやりとり、ちょっと面倒で、で

もなんだかうれしい。 

 

統合失調症を患う母と 

ともに生きる子ども 

P208～ 

サトウタツヤ 

帰って来た＿対人援助学縦横無尽、今回

から年 2 回の投稿にしました。海外から

のゲストの活動、学会、総合心理学部の

交流活動、ゼミ、その他の活動の備忘録

みたいなものです。2025 年 4 月から、学

校法人立命館副総長（研究・入試・DEI）に

就任しましたがナカナカ大変です。 

 母校である東京都立大学の集中講義は、

その一週間前に咳などで体調を崩してし

まってほぼ出たとこ勝負でやりましたが

（コロナ検査は受けていきました）、少人数

だったこともあり、そこそこうまくいったよう

な気がします。録音録画もありますが、全

く聞く気にはなれないし、ましてや文字化

などしたくない。ライブからライブ盤を作る

ようなことは今の私にはできません。 

 

帰って来た＿対人援助学縦横無尽 

Ｐ76 

脇野 千惠 

８月初め、研修を兼ねて沖縄に行った。沖

縄の方が涼しいと、友人たちは大騒ぎ。日

差しは強いが、確かに風は湿気もなく爽

やかだった。沖縄と一口に言っても、南北

に長く多くの島々の集まりだ。島めぐりが

好きなので色々と旅しているが、数年前に

は最西端の島、与那国にも訪れたことが

ある。隣の国台湾をすぐ近くに眺望できる

島だ。歴史を聞くと、昔から中国大陸との

物流が盛んであったとのことだ。 

沖縄本島の那覇市街は最近、目覚まし

く発展している。高級ホテル、ショッピング

モールがあちこちに。高層マンションも立

ち並び、ここは外国かと思わせる風景が

広がっている。インバウンドで外国人観光

客も多い。 

今回は、丸木夫妻による「沖縄戦の図」

の展示を観たいと、久しぶりに宜野湾市に

ある「佐喜眞美術館」を訪れた。美術館の

隣は、アメリカ軍の普天間飛行場。フェン

スの向こう側には、元住人の立派なお墓

がみえる。住民の墓参は許可されている

と聞く。帰り際、たまたま館長の佐喜眞道

夫さんから話を聞くことができた。 

 

丸木さんが当時、沖縄戦体験者から実

際に話を聞きながら描いた様子などを知

ることができた。今も続く基地との共存。

館の展望台への階段は、沖縄戦終結の

日６月 23 日に併せて、6 段と 23 段の作り

になっている。その先には、基地と広い海

が広がっていた。 

こころ日記「ぼちぼち」 

Ｐ232～ 

岡崎 正明 

参院選が終わり、その結果がなかなかに

話題になっている。 

 「〇〇ファースト」とか「外国人問題」とい

うワードがなんだか急にクローズアップさ

れたが、別に新しくてやれないようなもの

ではなく。「〇〇ファースト」なんか 1 期目

のトランプ政権の頃からだし、「外国人問

題」も、歴史をみれば幾度となく人の世は、

不満や怒りのぶつけどころを、少数の未

知の相手を対象にしがちという、「あるあ

る」話だ。 

 以前からツッコみたかったのだが、「自

国第一主義」なんて新しい風のネーミング

で盛り上がっているが、いつの時代もアメ

リカに限らず、すべての国は「自国第一」

でやってきたじゃないか。植民地時代も、

朝貢貿易も大航海時代も古代文明の頃も。

当たり前だ。みんな国益と自国民が大切。

それがはるか昔からの国際社会だ。だか

ら今のは「自国第一主義」ではなく、正しく

は「今さえよければいい主義」。格好良く

言わせてあげるなら「刹那第一主義」だと

思う。温暖化も、関税も、効率化省も、とに

かく即結果が出る＝すぐに得することがす

べて！未来の世界のことは言うに及ばず、

なんならアメリカの子や孫世代のことなん

て知らん！それが正しい表現じゃないだろ

うか。 

 昔読んだマンガで、南の島のリゾート開

発に賛成反対で地元が揉める話があって。

主人公が「簡単な話です。この島にあるも

のを 100 年で使い切るか、1 万年かけて

使うか。それだけのことです」という場面が

印象に残っている。別に先人が偉かった

のではなく、ただ 100 年で使い切る方法を

知らなかっただけかもしれないが、生き物

の生存戦略としてどっちが良いかは考え

た方がいい気がする。生きてる意味なん

か分からないけど、とりあえず命を次につ

なぐことを続けてきたのが、私たちである。 

ヒトは使う道具の変化と共に生活や思

考を変化させてきたと言うが、インターネッ

トやスマホがほぼ人類にいき渡ってきて、

いよいよ大変化の波がやってきたのだろ

うか。すぐに答え（結果）が出る道具を得

た我々は、視力だけでなく思考も近視眼

になってしまった。進化の袋小路でなけれ

ばいいが。 

 

役場の対人援助論 

Ｐ104～ 

千葉 晃央 

社会福祉の分野では自然環境との循

環も含めて、支援を考えることが必要とさ

れている。10 数年前、屋久島で当時対人

援助学マガジンで連載をしていたネイチャ

ーガイドの大野睦氏（ネイティブビジョン | 

屋久島縄文杉ツアー・白谷雲水峡ガイド | 

世界遺産エコツアー専門会社）のウミガメ

保護活動に同行させてもらった。バケツい

っぱいの子ガメがかわいかった。ハワイの

ハナウマ湾ではパンデミックを期にウミガ

メも暮らす自然環境を残すために大幅な

整備回収が行われた。入場料を取り、入

場前にサンゴや魚など生き物に触らない、

エサをあげない、ハナウマ湾の希少性な

ど環境教育を受けて、初めて入ることがで

きる。ビーチでは海水浴、シュノーケリング

などが楽しまれていた。実際にウミガメと

泳ぐこともでき、パンデミックの影響がなく

なった現在、整備後初のピークが 2025 年

夏にあったようだ。そのため駐車場は満

車。そもそも、たどり着くのも渋滞で、空港

の周辺も大渋滞。「観光関連従事者の多

https://www.native-vision.jp/
https://www.native-vision.jp/
https://www.native-vision.jp/
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忙」が地元のトップニュースであった。ハワ

イの産業構造は、軍事基地関連がトップ

で次に観光で、大きく離れて農業。関西よ

りは下手すると 10 度も涼しく、湿度も低く

「南国のハワイ」は今や「避暑地」である。

単純なことは言えないが、赤道直下に比

べると、日本の酷暑の背景を考えてしまう。

何を優先すべきか、発展なのか、環境な

のかなどもよぎる。こうした異常気象によ

る大きな影響は結局苦しい人々にさらに

重ねられる、と思った 2025 年夏。 

家族支援と対人援助  ちばっち

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

 

障害者福祉援助論 

Ｐ16～ 

見野 大介 

今年の夏は格別暑く、窯の部屋は窯の放

熱もあって室温４５℃くらいに。急ぎの時

なんかは、窯の中が８０℃くらいの状況で

上半身を突っ込み入れ、焼きたてホヤホ

ヤの器たちを取り出す。それが終わると、

次に焼く器たちをまた設置して焼成開始

の繰り返し。サウナ要らずな日々。早く秋

になってほしい。 

 

ハチドリの器 

P4 

柳 たかを 

 マンガ「蜘蛛の糸」(原作・芥川龍之介 

漫画・柳たかを)は、今回の第 4 話で終わ

ります。この作品は 2004 年頃に自分のネ

ットサイトに掲載したものでした。 

描きながら自分の仙術に思い上がった孫

悟空が、お釈迦様の手の平から結局飛び

出せなかったという話を思い出してました。 

当時は、東京に活動拠点を借りており、あ

れこれ模索していた時期です。 

すると昔大阪でマンガ編集でお世話にな

った先生から「宝塚の大学(芸大)でマンガ

コースを作ることになったんだが、手伝っ

てくれない？」と声をかけていただき、迷い

ましたが、お受けしました。そのとき 50 代

半ばでもあり、「これは貴重なチャンスかも」

と思い直したのです。 

そこから 10 年間、宝塚造形芸術大学(現・

宝塚大学)にお世話になりました。 

さて、次号からは新作に挑戦して行こうと

思います。一応、原作のある話を少しアレ

ンジした作品をと計画しています、、、また

次回作でお会いできれば幸いです。 

蜘蛛の糸 

Ｐ142～ 

荒木 晃子 

これが HP に UP される頃には、10 月開

催の対人援助学会第 17 回年次大会まで

一カ月を切っている筈だ。大会実行委員と

してはたいしてお役に立たずじまい。今も

大会長にはご負担をおかけしたままであ

る（反省しきり）。代わりに大会初日、いの

一番に開催予定の理事会企画のコーディ

ネター、また進行役としては、しっかり力を

注ぐつもりで準備している（のでお許し

を・・）。 さて、今年の猛暑は規格外の暑

さで、8 月も終わりというのに連日体力の

消耗が著しい。ぐったりしているのは愛犬

も同じで、何度、人間の病院と動物病院

へ駈け込もうとしたことか。自分の体調を

維持するのも、2 匹の愛犬の健康を維持

するのも大変だが背に腹は代えられない。

電気代を気にしつつ外出時を含め 24 時

間エアコンを消すことなく無事に夏を越せ

そうである（来月の請求金額が怖い）。 

 今一番の課題は、法学系学術誌に分

担執筆の依頼を受けた論文締め切りが９

月末なので、そろそろ暑さでのぼせた頭

脳を目覚めさせなければならないことだ。

原稿にはぼちぼち手を付けていたのだが、

思い切って本気モードに切り替えなけれ

ば。今年度はこの勢いで走り抜ける予定

である（途中でへばりそうな予感も）。 

 

生殖医療と家族援助 

Ｐ91～ 

古川 秀明 

この夏、般若心経に導かれるように、奈良

と和歌山の県境にあるパワースポット『玉

置神社』を訪れました。訪れた人々が口を

揃えて『何か不思議な体験をした』と語る

のを聞き、その言葉に引き寄せられるよう

に、私も期待に胸を膨らませながら足を運

びました。 

実際に訪れたことがある人ならお分かりで

しょうが、この地への道のりは、思わず息

を呑むような険しい交通の難所が続きま

す。そして私の不思議体験はデジャビュで

した。神社の奥に静かに佇む池、その姿

を夢の中で見ていた記憶が鮮明に蘇りま

した。この体験が何か特別な意味を持つ

のか、それともただの思い込みなのか、確

証はありません。しかし、その感覚の不思

議さだけは、心に深く刻まれています。 

 

講演＆ライヴな日々 

P114～ 

原田 希 

 
猛暑という言葉にもう飽き飽きですね！北

海道も 35 度を超え、牛さん危うし！どうな

ることか…の日が続きました。牛舎のファ

ンの台数を増やして霧吹きをつけて、餌

は栄養価の高い食べやすいものを、少し

でも涼しい早朝から食べられるように準備。

やれるだけのことはぜんぶやって、あとは

応援するしかない。私たちができることが

少なくてがっかりした夏でしたが、牛さんた

ち持ち堪えてくれました！熱中症予防、炎

天下の外出や運動直後に一杯の牛乳が

良いとの話もあります。牛さんには助けて

もらってばかりですね。 

 

原田牧場Note 

P212～ 

野中 浩一  

mailto:chibachi@f2.dion.ne.jp
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この夏は初体験と久しぶりの体験がた

くさんありました。 

子どもの帰省を家で迎える経験、輪島

での訪問支援ボランティア、関東にいる中

学時代の友人達との飲み会、高校時代の

友人達との旅行。 

仕事を離れてみて、寄る辺ない気持ち

もあり、色々な人に会うことが増え、なん

だかんだでやることはなくならないものだ

と、有り難く思う今日この頃です。 

coconollp@gmail.com 

 

島根の中山間地から 

Work as Life 

P243～ 

西川 友理 

大阪キリスト教短期大学で保育幼児教

育者養成に、またそれ以外の場所でも福

祉系対人援助職養成に携わっています。

そして嬉しいことに、本文にも書きました

が、昨年あたりからおやこ対話のファシリ

テーターとしていろんなところに顔を出さ

せていただく機会がぼちぼちと出てきまし

た。 

この対人援助学マガジン 62 号が出るこ

ろには、対人援助学会第 17 回年次大会

の参加申し込みが迫っています。西川も

実行委員として活動しています。この原稿

を書いている 2025 年夏現在、実行委員

会のメンバーははあっちへこっちへ声をか

け、みながそれぞれ自分の出来ることを

頑張っている真っ最中。今年は「地に足付

けて、皆と生きる。」をテーマに、土地と地

域の人々の力をぎゅっと感じる内容で企

画しております。どうぞ皆さんお楽しみに。

お申込み待ってます。最寄り駅は JR 天

王寺とか地下鉄阿倍野とか、基本的にア

クセスいいですよ。あべのハルカスも近い

し。ぜひいらして下さい。会場でお会いし

ましょう！ 

 

福祉系対人援助職養成の 

現場から 

Ｐ67～ 

山口 洋典 

2025 年、50 歳になって人生で初めてアフ

リカ大陸に足を運びました。8 月 13 日か

ら 15 日まで、南アフリカのダーバンという

まちで開催された国際サービスラーニン

グ・地域貢献学会（IARSLCE）の年次大会

に参加し、令和 6 年能登半島地震での学

生ボランティアの活動記録の分析と、日本

サービス・ラーニングネットワークによる活

動を共同で発表して参りました。ダーバン

は南アフリカの中でもヨハネスブルグの次

に人口が多く、港町としてインドとのつな

がりが深いことも重なって、インド系の南

アフリカ人が 4 分の 1 程度を占めると言

います。そのため、魚介類が豊富に入っ

たダーバンカレーで、到着初日に味わうこ

とができました。 

 

 今回、初の南アフリカに訪問で小さなカ

ルチャーショックを受けました。それは日

本サービスラーニングネットワークの活動

を共同で発表した際、具体的にはアメリカ

のメリーランド大学で長くサービス・ラーニ

ングの教育・研究を牽引されたバーバラ・

ジャコビー先生の著作を翻訳するプロジェ

クトを報告した際、ある南アフリカの大学

の先生から「なぜ翻訳することにしたのか」

と問われたからです。言い換えれば「日本

には日本に合った実践の仕方があるだろ

うから、それを追求していけばいいのでは

ないか」という問いでした。発表の後、共

同発表者たちと、南アフリカの方々が「自

文化への誇りを持っていること」を確認し

たと共に、折しも国政選挙を経て排外主

義などが話題となっていたことも重なって、

果たして私たちはどれだけ自文化への誇

りを持てているかについて日本から

23,000km 離れた地で語り合いました。 

 

ＰＢＬの風と土 

Ｐ173～ 

來須 真紀 

今年の夏は、こどもたちの推し活をしまし

た。長女は部活で中国大会に出場。長男

も人生初の遠征を経験。次女もソフトボー

ルを始める。という超ハードな推し活。日

焼けが気になお年頃の母ですが、わが子

の推し活ができるのは、元気な体と推し活

しても嫌がらず付き合わせてくれる子ども

たちのおかげです。せっかく夢中になれる

ものを見つけることができたわが子たち。

これから夢中力をつけていってほしいと思

っています。 

 

教室の窓から 

P276～ 

寺田 弘志 

くすぐったがりの患者さんがいらっしゃい

ます。 

触られるのに抵抗のある患者さんに施術

させていただくヒント、数値化、無症状の

問題、ベルトやテープを使った施術・・・ 

そんな材料を使って、今回も本文では、パ

ラドキシカルストレッチング＆パラドキシカ

ルコントラクティングを説明していきます。 

 

接骨院に心理学を入れて 

Ｐ179～ 

鵜野 祐介 

我が家の畑のミニトマトがこの夏は大

豊作でした。６株しか植えていないのに、

毎日 30 個ぐらいが２～３週間収穫できて、

家族２人では食べきれないほどでした。大

自然の恵みに感謝です！ 

  

うたとかたりの対人援助学 

Ｐ165～ 

団 遊 

みんなが、みんなを、みる会社 

休載 
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